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滋賀県・湖南市について

• 湖南三山を有する湖南市は、琵琶湖の南に旧石部町と

旧甲西町の２町が平成16年10月１日に合併した市です。

• 市の中央部に琵琶湖に注ぐ一級河川野洲川が流れ、その南側にＪＲ
草津線と国道１号が走っています。また、これらと並行して、石部宿
で栄えた旧東海道が伸びています。

• 大阪、名古屋から100㎞圏内にあり、近畿圏と中部圏をつなぐ要衝
の地となっています。国道１号の石部地先の終日車両通行量は、
25,445台です。（平成22年度道路交通センサス）

• 物流の利便性から、これまでに工業都市として発展し、ベッドタウン
としての住宅地開発が形成され、これらに見合うまちづくりが期待さ
れています。

• 湖南市は、琵琶湖の南部に位置し、旧石部町と旧甲西町の２町が

平成16年10月１日に合併した市です。

• 市の中央部に琵琶湖に注ぐ一級河川野洲川が流れ、その南側にＪＲ
草津線と国道１号が走っています。また、これらと並行して、石部宿が
ある旧東海道が伸びています。

• 大阪、名古屋から100㎞圏内です。



当時、湖南市人口約55,000人に対し

外国人約3,300人 ・ 外国人比率6％

＜背景＞

～湖南工業団地～

滋賀県内1位の

外国人集住都市へ・・

・平成2年入管法（入国管理および難民認定法）改正
日系人を「定住者」と認める
ブラジル・ペルー等からの日系人が増加

＜平成2年～平成19年＞湖南市の課題

言葉の壁、制度の壁、心の壁 → 多文化共生の必要性

SCHOOL

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
湖南市が多文化共生を目指す理由の説明として、ちょっとさかのぼって1990年当時の様子をお話しさせていただきます。
・1990（平成2）年入管法（入国管理および難民認定法）が改正され、
　日本国内において、日系人を「定住者」と認め、日系2世3世及びその家族に対し日本での就労が許可されたことによりブラジル・ペルー等からの日系人が増加しました
そして湖南市におきましても、人口約55,000人の小さな都市に、当時は約3,300人の外国人が在住し、人口比率は６％と県内１位でした。
湖南市には製造業を中心とした工業団地があり、そこで働く外国人のための住宅を派遣会社が用意していたことから、集住都市となっていったのです。
当時は日本人と、急増する外国人の間で、ゴミ問題や文化の違いによる騒音問題などが生じて来ました。　
教育現場では外国人児童には「言葉がわからないし、授業がわからない」といった問題で学校全体の授業が遅れたり混乱が生じていました。
そして急に外国人集住都市となった湖南市には、これらの3つの壁が立ちはだかります。
1つは言葉の壁、2つ目は制度の壁、3つめは心の壁でした。
まず、生活者としてはもちろん、働く為の日本語、学校で学ぶための日本語、コミュニケーションを取るためや情報を得るための日本語、
これらの日本語がわからないために立ちはだかる「ことばの壁」があります。
そして、参政権も無く、社会参画への意識が低い中での地域での人間関係の維持や、在留資格により職業の選択肢が限られたりする「制度の壁」、
そして、これは一番大きな壁ではないかと思う「心の壁」です。見た目による差別を受けたり、文化の違いを認めないで一方的な偏見による差別があり、
日本人と外国人の間で誤解から衝突、葛藤、いじめ、孤立、差別等の「心の壁」が立ちはだかりました。
多文化共生をすすめるうえで、これらの壁が越えられないと、日本語能力も伸びず、不景気においては職場で一番に仕事を失うのが外国人であったり、
教育現場では学力低下で途中でドロップアウトする子がでてきたり、卒業しても働けず貧困につながったり、日本での生活がとても苦しいものになりかねません。
これらの壁を外国人側からも日本人側からも取り壊すために、多文化共生が必要となってきました。





湖南市国際協会
Konan International
Association

平成19年6月24日湖南市国際協会（KIA）設立

湖南市国際協会の基本理念

協会は湖南市に住み、働き、学び、国籍や民族が異
なる人々が互いの文化の違いを認め合い、対等な関
係を築こうとしながら共に生きる多文化共生の社会の
創造に寄与するとともに、相互の信頼と共生の精神を
育んでいくことを目的とする。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして多くの問題をなんとかしたいという思いと、異文化の理解交流で魅力ある街づくりを目指す多文化共生社会の市民活動拠点として平成19年6月に
国際協会が設立しました。
●～協会の基本理念～
それから7年、世界的に人や物の移動が加速しているこの時代において、国際化や共生社会のありようの課題も常に変化しています。
協会の活動もその時代の流れに合わせながら、地域に密着した活動をめざして活動を続けております。




湖南市多文化共生推進プラン＜With KONAN Plan＞

湖南市で生活するひとや働くひとなど、湖南市に
かかわるすべてのひとが、ちがう文化、ちがう生活
習慣、ちがう価値観を共に、学び合い、理解し合い
尊重しあい、助け合いながら、コミュニケーションを
大切にした、新しい絆をつないでいくために、みんな
で取り組むプランです。

＜平成24年3月＞
・湖南市多文化共生社会の推進に関する条例の制定
・湖南市多文化共生推進プランの策定

持続可能な社会づくりのために

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして湖南市においても急増する外国人住民とその外国人の定住化が進んできた背景もあり、地域の多文化共生のための・・・・
＜条例＞
・湖南市多文化共生社会の推進に関する条例の制定
・湖南市多文化共生推進プランの策定
●平成２４年３月施行
湖南市で生活するひとや働くひとなど、湖南市にかかわるすべてのひとが、ちがう文化、ちがう生活習慣、ちがう価値観を共に、学び合い、
理解し合い尊重しあい、助け合いながら、コミュニケーションを大切にした、新しい絆をつないでいくために、みんなで取り組むプランです。




新しい時代の「公」

公の領域
〈公共〉

私の領域
〈個人〉

新しい時代の「公」 市民が主に
・区・自治会 担う領域
・まちづくり協議会
・国際協会

行政が主に ・NPO等
担う領域 ・住民

（地域のため住民の自発的活動）

〈協働〉



＜現在＞湖南市の課題

国際協会と行政との協働⇒多文化共生視点

・ 避けられない少子高齢社会

・経済・財政の縮小

・経済成長とともに拡大してきた行政サービスの存続

・大量退職に続き地域貢献できずに潜在する団塊世代

・ 地域運営は・・・

・拡大する行政区域、薄れていく地域特性や独自のまちづくり

・区、自治会の年代構成のアンバランス化、世帯分離化

・コミュニティ意識の希薄化

・地域団体などの加入減少や解散

・ 介護、子育て、防犯、外国人の定住化など

行政だけでは解決できない課題

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1990年～14年後の現在、
いろいろある地域の課題から、持続可能な社会を作り、課題を解決するには、視点を小さい協働の分野ごとに解決する必要があります。
そこで国際協会と行政が協働する多文化共生という視点から「外国人の定住化」に注目しました。



現在の湖南市の国籍別外国人市民数

湖南市の外国人市民は約２，１５５人 外国人人口比率は約3.8%で滋賀県内１位

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、平成26年7月1日現在の湖南市の国籍別外国人市民数のデータをここでご覧いただきたいと思います。
設立当初は3,300人の外国人市民がおられましたが、現在の湖南市の外国人市民は2155人で外国人市民の割合が約3.8％と下がったものの、
依然、滋賀県内で一位の外国人比率となっております。




永住者

35%

定住者

28%

特別永住者

15%

日本人の配偶者等

11%

特定活動

0.26%

留学

0.04%

興行

0.04%

その他

11%

湖南市の外国人登録者の在留資格別内訳

湖南市の資格別外国人市民数

■永住者 ■定住者 ■特別永住者 ■日本人の配偶者等・・・
がほとんどで、外国人の定住化が進んでいる

⇒いつか帰る人ではない。

平成23年12月末

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■永住者　■定住者　■特別永住者　■日本人の配偶者等・・・がほとんどで、外国人の定住化が進んでいる
⇒いつか帰る人ではない。




湖南市の外国人児童生徒の状況

市内小中学校全児童生徒数 4,765人

市内小中学校外国人児童生徒数 164人

（平成26年2月1日時点）

湖南市の外国人市民数
2,153名（平成26年2月1日時点）

・水戸小

・石部南小

・岩根小

日本語初指導教室
さくら教室

・三雲小

・日枝中

・下田小

・石部中

・石部小

・甲西中

・甲西北中

・三雲東小

・菩提寺北小

・菩提寺小

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、平成26年2月1日現在の湖南市の外国人児童生徒数のデータもここでご覧いただきたいと思います。
・
・
参考：湖南市教育委員会主催「さくら教室」は岩根小学校で開催⇒外国にルーツを持つ児童生徒のための「日本語初期指導教室」




外国人住民（親）の課題

雇用

防災

人権

福祉

親

＜家庭内不和＞
・母語しか話せない
親と子のコミュニ
ケーション不和
・子どもが親の通訳
をする親と子の立場
の逆転

医療

住居

日本語教育

日本社会に
なじみにくい親

例えば・・・

母語・母文化を共有した
親と子のコミュニケーションが必要

親の地域参画が必要

注目・・・

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
外国人を取り巻く課題はたくさんある中、例えば、というものを一部左に掲載しています。この中で国際協会と行政の協働といえば「多文化共生」。
多文化共生の視点はどれか、市の多文化共生推進プラン策定時のアンケートや協会に寄せられる相談から、注目したのは・・・・・
まず、日本語の話せない親たちは生活の為に職場と家の往復のみで
地域の日本社会と繋がりを持たない人が多い。こうして日本社会に馴染めない親が、人生経験者としてわが子へ伝えられる事は少なく、
子どもたちの接する社会への視野は非常に狭くなりがちで、将来の夢や希望に自信のない子どもが多くいることに繋がっている。
そして年に数回開催される「学校別外国人保護者会」で、母語しか話せない親と子のコミュニケーション不足が家庭内不和に繋がるケースが多い事も把握しています。
・また子どもが親の通訳をするといった親と子の立場の逆転が、親や社会への不信感に繋がっているケースもあります。
★そこで、私たちは、親が地域と接点を持ち、自立できる環境づくりや地域貢献といった地域参画の必要性があると考えました。
　　そして子どもが親と、母語・母文化を共有しながら親子間でのコミュニケーションをしっかりと図ることができるよう支援する必要があると考えました。





外国人住民（子）のなやみ

友だちづくり

いじめ

子
周りからの目

SCHOOL

自分のルーツ

母語の習得 母国の文化

＜家庭内不和＞
・母語しか話せない親と子
のコミュニケーション不和
・子どもが親の通訳をする、
親と子の立場の逆転

将来の選択肢

人権

親とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

アイデンティティの確立が必要

母語・母文化を共有した
親と子のコミュニケーションが必要

注目・・・
例えば・・・

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
同じく外国人児童、子どもを取り巻く課題も多いなか、例えば、というものを一部左に掲載しています。
でもこの中で多文化共生の視点はどれか、教育現場からの声、保護者からの声から、注目したのは・・・・・
就労に忙しい親が母語の会話は普段の生活の中で教えても、読書きまで教えるのは難しく、まして日本で母国文化に触れる機会は非常に少ない。
このように母語・母国文化に触れる機会が少なくなる事によって、日本で生まれ、「母語」という概念が明確でない外国人の子どもが多い。
日本語がある程度話せる子どもたちは学校など、地域や日本のコミュニティと繋がる機会を持っているが、
親の課題でも触れたように、日本に馴染めない親の背中をみて育ち、将来の夢や希望に自信があまりなく、
また親と子の日本語能力の格差による家庭内不和が、精神状態を不安定にさせる要因の一つにもなっている。
★そこで、自らが外国にルーツを持っていることを自覚し、アイデンティティの確立や自尊感情を高める必要があると考えました。
そして、先程の親と同じく、子どもが親と、母語・母文化を共有しながら親子間でのコミュニケーションをしっかりと図ることができるよう
支援する必要があると考えました。



地域のグローバル化に貢献する若者の育成

外国人、日本人児童生徒も一緒に学ぶ「国際文化教室」

地域資本を活用
し た 、 地 域 コ
ミュニティーの
再生・活性化

図書館 ＜湖南市をグローバルな地域へ＞

＜日本人児童生徒＞
地域特性を活かした
バイリンガル人材の
育成、コミュニケー
ション能力ＵＰ

＜外国人児童生徒＞
自国文化に誇りを
持ったバイリンガル
人材の育成

外国人保護者（家庭）

・母語しか話せない親との
コミュニケーション不和の
解消
・子どもが親の通訳をする、
親と子の立場の逆転の解消

湖南市に多く在住する南米系外国人市民の母語である、
ポルトガル語とスペイン語の基礎と、南米の文化を
ネイティブ講師とともに学ぶ教室です！

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そこで、外国人、日本人児童生徒も一緒に学ぶ「国際文化教室」を開催する運びとなりました。
国際文化教室とは、湖南市に多く在住する南米系外国人市民の母語である、ポルトガル語とスペイン語の基礎と、南米の文化をネイティブ講師と
ともに学ぶ教室です！
まず、この教室を図書館で開催することにより、地域資本を活用した、地域コミュニティーの再生・活性化を目指します。
次に外国人と日本人児童生徒も一緒に学ぶことにより、
＜日本人児童生徒には＞地域特性を活かしたバイリンガル人材の育成、コミュニケーション能力ＵＰを目指し、
＜外国人児童生徒には＞自国文化に誇りを持った、アイデンティティの確立したバイリンガル人材の育成を目指します。
そしてこのようなバイリンガル人材は地域の宝、湖南市をグローバルな地域へ導く事ができる人材となり得るでしょう。
そして外国人児童の保護者を教室の参観や運営などこの事業に巻き込むことによって、外国人家庭においては、
・母語しか話せない親とのコミュニケーション不和の解消に繋がり
・子どもが親の通訳をする、親と子の立場の逆転の解消に繋がる事が期待できます。
そしてこれらが活性化し響きあうことで、地域社会に貢献する人材育成と健全な多文化共生社会を目指すための教室となることが期待されます。











＜リテラシーとは・・・・＞
読書きができる、教養のある

⇒「情報や知識の活用能力」

国際文化教室におけるリテラシー

外国人、日本人児童生徒も一緒に学ぶ「国際文化教室」

情報・知識の宝庫

図書館

知識の育成

母語・文化教育

外国語教育

子

情報の活用

地域との接点

親
地
域

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
リテラシーとは「読書きができる、教養のある」から転じて最近では「情報や知識の活用能力」という意味で使われます。
情報・知識の宝庫である「図書館」を活用した国際文化教室は、外国語の図書コーナーも設置され、自分の母語の書籍を手に取る機会も増えます。
そして年に6回開催されるオリエンテーションなどでは、「　例：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」など図書館機能を発揮した内容で展開することができます。
また、この図書館で、外国人児童生徒にとっては「母語教育」
日本人児童生徒にとっては地域特性を活かし、地域の多様性を受け入れるきっかけとなり得る「外国語教育」として、知識の育成・活用が期待できます。
そして親にとっては、地域コミュニティとの接点を持つ事で、地域の情報を得られる場所であり、その情報を活用するきっかけづくりの場となる事が期待できます。




国際文化教室のようす

開講式 オリエンテーション＆参観

保護者懇談会

ポルトガル語教室 スペイン語教室

プレゼンター
プレゼンテーションのノート





ポルトガル語教室 年間開催計画表
配布資料（例）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート





スペイン語教室 年間開催計画表

配布資料（例）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート





湖南市国際文化教室 構成員図

・地域の国際化の中核な
役割
・地域のキーパーソンの
育成
・ネットワークの構築

・学校の担任、日本語
教室担当者との連携
・児童生徒の変化など
情報共有

SCHOOL

・地域に開かれた図書館
・知識の拠点、宝庫としての
機能

・多文化共生のまちづくり
・地域コミュニティ活性化
の仕組み作り

新しい公共推進課市民ボランティア

湖南市教育委員会

地域まちづくり協議会

区・自治会

湖南市国際文化教室
【関係者会議】

湖南市国際協会 図書館

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
湖南市には多文化共生推進プランという条例・規則（後ろ盾）ができたので、行政との連携はもちろん、
その他山積する課題を解決するための近道として、地域のコミュニティーや団体と連携を取り、地域資本の活性化にも繋がり、
地域に根付いた活動を心がけた構成員でこの教室を運営することとしました。
ＫＩＡでできることが限られているならば、その道のプロにコーディネートする、一緒に協働することで各事業が多文化共生事業にもなる、
コーディネートして協働で助け合う構図をイメージしました。
・まずは「湖南市国際協会」
・次に「湖南市」～新しい公共推進課と図書館～
・次に「湖南市教育員会」
・そして「地域のまちづくり協議会」「自治会」
・「シミンボランティア」といった人材や連携を活用し、国際文化教室に活用する事としました。
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外国人児童生徒（子）の変化

自分のルーツ

母語の習得 母国の文化

＜家庭内不和＞
・母語しか話せない親と子
のコミュニケーション不和
・子どもが親の通訳をする、
親と子の立場の逆転

＜外国人児童生徒の変化＞
・自分のルーツを誇りに思う
・母語の必要性に目覚める
・将来の夢や希望に自信を持つ

＜家庭での変化＞
・親とのコミュニケーションの充実

持
続

関係者会議

子

アイデンティティの確立が必要

母語・母文化を共有した
親と子のコミュニケーションが必要

グローバル社会に貢献できる
バイリンガル人材

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国際文化教室を開催する事によって、外国人児童生徒（子ども）の変化に期待できる事として・・・・
これら（左部分）の問題があったが国際文化教室によって・・・・
＜外国人児童生徒の変化として＞自国文化に誇りを持ったバイリンガル人材の育成に繋がる事が期待できます。
＜外国人家庭の変化として＞
・親とのコミュニケーションの充実により精神的に安定し、更には自分ノルーツと将来の夢や希望に、自信のある子の育成に繋がる事が期待できます。それは、大きな視点で見れば、グローバル社会に貢献できるバイリンガル人材の育成に繋がる事が期待できます。




日本人児童生徒（子）の変化

無関心

偏見

違いに違和感

SCHOOL

グローバル視点の不足

例えば・・・

コミュニケーション能力不足

＜日本人児童生徒＞
・違いを認められるようになる
・外国に興味をもつようになる
・コミュニケーション能力のＵＰ

グローバル社会に貢献できる
バイリンガル人材

関係者会議
いじめ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この教室は基本的に外国人児童生徒が優先ですが、定員に余裕があれば、国際文化教室に日本人児童生徒が参加することによって
日本人児童生徒（子ども）の変化も期待できます。
左のように、これらの問題があったが、国際文化教室によって・・・・
＜日本人児童生徒の変化として＞
・南米の住民（同級生）が多いといった地域特性を活かしたグローバル視点の育成、多文化共生への理解
・また日本人が苦手とされるコミュニケーション能力のＵＰに繋がる事が期待できます。
※そしてそれは、大きな視点で見れば、グローバル社会に貢献できるバイリンガル人材の育成に繋がる事が期待できます。




外国人住民（親）の変化

グローバル社会に対応できる
地域のキーパーソン的人材

＜家庭内不和＞
・母語しか話せない親と
子のコミュニケーション
不和
・子どもが親の通訳をする
親と子の立場の逆転

日本社会に
なじみにくい親

＜家庭での変化＞
・子どもとのコミュニケーションの充実
・地域と接点をもつことで活躍＆自立

関係者会議
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＜保護者の変化＞
・保護者参観に参加、教室運営に協力
・地域コミュニティと接点を持つ

母語・母文化共有した
親と子のコミュニケーションが必要

親の地域参画が必要

持
続

親

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国際文化教室を開催する事によって、外国人児童生徒の保護者も送迎だけでなく、保護者会でこの教室と接点を持つことにより、
期待できる変化事として・・・・
これら（左部分）の問題があったが国際文化教室によって・・・・
・保護者参観などで教室と接点を持ち、相談したり、情報共有の場となる。
・送迎で図書館に通う事で地域コミュニティと接点を持つようになる。
＜外国人家庭における変化としては＞
・子どもとのコミュニケーションの充実が図られ、なんでも相談できる親としての自信に繋がり
・地域と接点をもつことで活躍したり＆自立する環境が整うことが期待できます。
※そしてそれは、大きな視点で見れば、グローバル社会に対応できるキーパーソン的人材の育成に繋がる事が期待できます。







図書館（地域コミュニティ）の変化

住民自らが考え動かすまちづくり

＜新しい住民自治＞
・地域の課題をよく知る住民が地域のために
連携・協力して活動する

例えば・・・
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・図書館機能を活かした取り組み
・外国人家庭が地域に溶け込むきっかけ

他の地域コミュニティと連携・広域化→活性化

持
続

地
域

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そしてこの「国際文化教室」は湖南市国際協会と行政の協働であり、多文化共生の視点での事業と説明していますが、
地域の課題は（左部分）最初に説明したように・・・・などたくさんございますが、この教室を図書館で開催することにより、
地域コミュニティの活動拠点として期待できる変化として・・・・
・知識の拠点である図書館を利用することで図書館機能を活かした取り組みを授業内で実施する。
・保護者参観などで教室と接点を持ち、相談したり、情報共有の場となる。
・送迎で図書館に通い地域コミュニティと接点を持つようになることで、外国人家庭、特に保護者が地域に溶け込む入口となる事が期待できます。
・ちなみにこの会場である甲西図書館内に、外国語特に南米の母語中心の書籍コーナーが開設されました。
またこの教室を開設したことによって、外国人住民の図書カード申請と利用が増えました。
※そして他の地域コミュニティと連携し、この事業を他の地域資本で開催し広域化することによって→事業の活性化、地域の活性化に繋がる事が
期待できます。
※そしてこの「国際文化教室」の事業運営方法を学び、参考として、地域の課題をよく知る住民が地域のために意見を出し合い、
連携・協力して課題解決への活動と繋がれば・・・・住民自らが考え動かすまちづくりに繋がる事が期待できます。
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地域（湖南市）の変化

子
親

地
域

住民自らが考え動かすまちづくり

グローバル社会に貢献できる
バイリンガル人材

グローバル社会に対応できる
地域のキーパーソン的人材

地域における多文化共生社会の実現

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地域の課題、「外国人の定住化」の目を向け、湖南市と国際協会の「多文化共生」の共同事業として「国際文化教室」を開催することにより、
地域に期待できる変化として「一番大きな視点」は・・・・・
まず、外国人日本人児童生徒の小さな変化「グローバル社会に貢献できるバイリンガル人材」へと変化をし、
外国人児童生徒の保護者の小さな変化「グローバル社会に対応できる地域の外国人住民のキーパーソン的人材」へと変化をし、
そこへ地域の課題に気付いた住民自らが考え動かすまちづくり事業が軌道にのってくれば、
バイリンガル人材や活気ある人材が動かすグローバルな多文化共生社会の地域へと変化する事が期待できます。





行政と湖南市国際協会の協働

図書館（地域コミュニティ）の活性化

多文化共生

地域のグローバル化

持続可能な社会づくりのための支援プログラム実施

多文化共生の

国際文化教室の小さな第一歩・・・

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
行政と湖南市国際協会の協働のポイントは「多文化共生」に焦点を絞ったことにはじまり、
図書館で開催し、それが他の地域コミュニティに広がり、各地域コミュニティの活性化に繋がり、
そして、小さい多文化共生での協働が、地域のグローバル化へ繋がる事を期待しています。
更には、持続可能な「多文化共生の社会づくり」のための支援プログラムの１つとして「国際文化教室」の実施を継続して参りたいと思います。



地域と多様な担い手の協働

大学：地域の活性化や多文化共生の研究に活用

企業：出資企業の募集、ＣＳＲ活動に活用
地域のグローバル人材の育成・採用

ＮＰＯ：支援プログラムを活用・広域化

活
用

支援プログラムの情報発信
国際文化教室

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
行政と湖南市国際協会の協働のポイントは「多文化共生」に焦点を絞ったことにはじまり、
図書館で開催し、それが他の地域コミュニティに広がり、各地域コミュニティの活性化に繋がり、
そして、小さい多文化共生での協働が、地域のグローバル化へ繋がる事を期待しています。
更には、持続可能な「多文化共生の社会づくり」のための支援プログラムの１つとして「国際文化教室」の実施を継続して参りたいと思います。



支援プログラムの連携・市内広域化

住民による市民サービスの向上

誰にとっても住みたいと思えるまちの実現

住民自らが考え、動かすまちづくり

地域と多様な担い手の協働（連携・広域化）

小さな一歩が広がれば・・・



～ご清聴ありがとうございました～
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